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○５、６月の高体連の大会が中止になりました 

こ 

 おはようございます。本日より、さくらふぶきを配信していきたいと思います。これは、この休校中に色々な先生方

から君たちに伝えたいこと、伝えなければいけないことを今できるホームページでの発信という形で行っていきます。

もし良ければ、友達に伝えてくれるとありがたいです。 

さて、今日は、時間が経ってしまいましたが、「高体連の中止について」です。下のリンクにある通り、新型コロナ

ウィルス感染症拡大に伴い、５月の支部大会及び６月の全道大会は中止となりました。 

大人になった自分から言わせてもらえば、大会に伴って、競技中はもちろんのことその移動や宿泊先での選手等の安

全が確保できない以上、やるべきではないと思います。 

ただ、自分も高校時代に部活動をやってきた者として、多くの高校生が最後の晴れ舞台とする高体連がなくなって

しまう。もし自分の高校時代に起きていたと想像するだけでとても辛い気持ちになり、落ち込んでしまったことでし

ょう。一番大切なものが奪われたという気持ちになってしまったかもしれません。ただ、その後の自分の人生を振り

返ると当たり前だが、そちらの方が断然長い。もっと色々なことが起こったことを考えるとすべて終わってしまうよ

うな気持ちになってしまうのは違うような気がします。もう落ち込んでいる人はいないかな？そんなことないかな？で

も、君たちが今まで努力したことは変わらず生きています。それらを持ってこれからの長い人生を足掻きながら切り

開いてゆくのです。 

３年生は、自分の進路を決めていく活動が待ったなしです。自暴自棄になどならずに（遅くともこの休校期間中に

は）気持ちを切り替えてください。自分のこれからの長い人生に想いを馳せてください。 

１，２年生は、先輩に最高の最後を提供することはできなかったが、これからどのように３年生を応援していくの

か、送り出していくのか、そして、先の読めないこの時代にどれだけ今に集中して努力という力を注いでいくのかを

考えてください。 

みんな言っています。この状況だからこそ、普段できないことをやってみよう。じっくり（時間をかけて）考えて

みよう。 

 さぁ、今日という日をどのように過ごそうか。 
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令和２年度北海道高等学校体育連盟支部大会・全道大会の中止について → 


